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評価日 平成26年10月24日 評価日 平成26年10月27日

評価者・組織 評価委員会 評価者（いずれかに○）
○学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

言語活動 月刊絵本と絵本室の活
用

・　絵本室の環境と絵
本貸し出し　・　月刊絵
本を親子で楽しんでい
る。

親子で絵本を楽しむ回
答は，ほぼＡＢ評価。

豊かな経験や体
験

子どもが主体的の遊ぶ
環境づくり

・子どもが心を動かし
様々な発見ができる環
境
・子ども一人一人の援

園内環境や園外保育
については，良い評
価。 ⇒ ⇒

豊かな感動体験 造形活動や伝統文化に
心を動かす経験

・美しさや，心地よい響
きに触れる生活
・子ども一人一人の援
助

伝統行事へのかかわり
は１００％が育ちにつな
がる評価。

自己発揮と他者
への理解

個々の心の読み取り

身近な人への挨拶

子ども良いところを認
め，励まし。身近な人と
挨拶を交わしかかわ
る。

ＡＢ評価を合わせると９
割の評価。個に応じた
援助を求める意見が
あった。

⇒ ⇒

基本的生活習慣
の確立

早や寝・早起き・朝ごは
んの呼びかけ 規則正しい生活ができ

ているか

ほぼ，ＡＢ評価で，生活
習慣の自立については
進んでいる。

園庭・広場の活
用と体力づくり

運動遊びを通して調
整力を養う

個々の動きと心の動き
日々の保育の振り返り

走る姿，遊具で遊ぶ姿
は成長が見られる。 ⇒ ⇒

地域や校種間連
携

特養訪問
小・中・地域との連携

地域や学種間連携は，
子どもの育ちにつな
がっているか

良い評価がある。

子育て支援 教育相談
預かり保育

教育相談や預かり保育
は子育ての支援になっ
ているか

教育相談や預かり保育
に取り組んでいること
は評価は高い。 ⇒ ⇒

食育の充実 西賀茂農園の取組
一人一鉢
パンランチ

栽培活動（西賀茂農園
を含む）は食育につな
がっているか

食育・栽培活動につい
て良い評価である。

地域や校種間連携の積み
上げは，子どもの姿に表
れているという声がある。
それは，食育につながって
いる。預かり保育の充実
は，良い評価があり，声も
上がっている。

地域や校種間連携は，毎
年行われており，教育計画
に位置付けられている。き
め細やかな計画をし，進め
ていきたい。教育相談や預
かり保育等も，充実できる
よう進める。

地域・小・中の連携につ
いても良い評価をもらっ
ているのは，学校運営協
議会の取組が保護者に
支持されている結果であ
る。今後も，地域・小・中
とつながっていきたい。

子どもの育ちにつながる
良い連携ができるよう，
動いていきたい。学校運
営協議会の取組につい
ては，今年度入園した保
護者には，わかりにくい
部分があるので幼稚園
からの発信の方法を工
夫する必要がある。
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健
や
か
な
体

身の回りの評価について
は，Ｃ評価が１割ある。家
庭との連携の続ける。園庭
広場の環境を生かす工夫
をさらに考える。

生活習慣の自立について
は，保護者も感じ取り努力
されている。発達年齢に応
じた生活習慣の確立につ
いて連携していきたい。ま
た，体力づくりも行いたい。

個々の育ちを保障するた
めにも，生活習慣の自立
は，今後引き続き進めて
いくことが大切である。

子どもの育ちを見ていく
中で，幼稚園での子ども
の変化等を保護者に伝
えながら，生活習慣を身
に付けられるよう進めて
いってほしい。

2

豊
か
な
心

様々な感情体験をすること
が心の育ちにつながると
保護者が考えている結果
が出た。子ども一人一人
の気持ちに寄り添い，内面
理解を図る。

幼稚園の行事の見直しと，
環境の設え，個々の思い
に沿った教師の言葉がけ
について研究していく。身
近な人への挨拶について
も，子どもの心を探ってい
く。

伝統文化へのかかわり
につて，１００％の評価を
もらったことは，学校運
営協議会の取組が，子
どもの育ちにつながって
いることへの評価につな
がっている。

夏祭り（地域行事）や餅
つき（園行事）等の行事
は，保護者や子どもたち
が多くの地域の人たちと
の触れ合いの場となって
いる。今後も，学校運営
協議会が応援団として良
い行事になるよう動いて
いきたい。

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価
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月刊絵本・絵本室の活用
は幼稚園が環境を整える
ことにより，親子の触れ合
いの場となっている。引き
続き，子どもが心を動かす
環境を整える。保育時間
中での絵本室の活用を考
える。

絵本室の活用は，絵本ボ
ランティアの協力があり，
子どもの育ちが顕著に表
れている。親子で絵本を好
きになる環境や子供が絵
本を好きになる環境につい
て，教職員もアイディアを
出していきたい。

子どもにとって，絵本室
がより身近になるよう，
展示物の工夫を考える。
（出入り口付近の掲示物
など）

ＰＴＡと協力して，かわい
い，子どもが興味を示す
掲示物を考える。まず，
子どもが絵本室に行って
みたくなる環境をＰＴＡ・
教職員と協力して整えて
いく必要があると感じる。

平成２６年度　学校評価実施報告書
学校名(京都市立みつば幼稚園　)

　平成２６年度　　重点評価項目

１．遊びの充実と学び（幼稚園での学び）　２．豊かな心の育成（感動体験と自己発揮）　　３．健やかな体の育成（生活習慣の確立と健康な体づくり）

　１回目評価




